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お わ り に
「総合農政の飾 り窓」 とよぼれる渥美の農
業 と農村について,豊 川用水の開通 と関連 し
て1970(昭和45)年前後を中心に,そ の後の
展開 と変容を明 らかにして きた。渥美の農業
は在来的な農業から脱却 して,も はやアグ リ
カルチャーというよ りもインダス トリーとよ
ぶにふ さわしい。この変化の要因は一体何で
あったか。 ここではむすびにかえて若干の考
察を試みたい。
まず第一は,何 よりも豊川用水の開通 とそ
のタイ ミングの問題である。本文中でも述べ
たように,こ の地方の農業の発達は,豊 川用
水の開通が直接的な契機になっていることは
否定すべ くもないが,用 水が開通 したから発
達 したという単純なものではない。渥美地方
においては,用 水の開通 とその関連事業が,
農基法に もとつ く構造改善事業 と時機を同じ
くして進行 したところに着 目しなけれぽなら
ない。渥美の農村は,い わゆる補助金農政を
たくみに利用 してそれに積極的に対応 したの
である。
慢性的な水不足による展望のない農業 と,
生活補充的役割を果 して きた漁業の衰頽に
よって,60(昭和35)年前後の渥美地方は最
もみ じめな時代であったが,そ の時機に豊川
用水建設事業がはじまり,さ らにそれに並行
して耕地整理を主 とす る第1次 構造改善事業
が開始 された。農民たちは与えられた賃労働
の機会を利用し,今 日ほどの発展を予期 しな
かったにしろ,と にかく農業労働力の流出を
防ぎ得たのである。高度経済成長前期におけ
る全国的な農業労働力の都市部への流出現象
と対比するとき,こ の時期に労働力を温存 し
えたことはその後の渥美農業の発展を考える
とき見逃 しえない基礎的な条件になってい
る。
この時期はまた高度経済成長による国民の
消費生活の向上期で もあ り,高級農産物の消
費量が増大するときでもあった。 しかも,太
平洋に面す る温暖な気候 と,東海地方に位置
す る渥美の恵 まれた地理的条件は,64(昭和
39)年の名神高速道路につづ く東名高速道路
の開通 によって,か つての奥郡 とよばれた こ
の地方を名古屋をは じめ として,東 京や大阪
などの大都市の市場に直結 させた。すなわち,
このように恵まれた温暖な気候条件 と農基法
体制下における豊川用水の開通,お よび交通
網の発達による地理的優位性 という三つの条
件が相乗作用 して 「8ケタ農業」 といわれる
渥美農業を発展 させた と考えることがで き
る。
つぎに,渥 美農民の社会的性格の問題を無
視することはで きない。それは何よりもこの
地方が稲作 を主体 とす る本来の農村で はな
かった とい うことに関連する。彼 らは長 い間,
半農半漁 と出稼ぎによって貧 しい生活を支 え
てきた。農業は別 として,漁 業 と出稼ぎは本
来的に商品経済 と結びついてお り,こ とに漁
業 はあわせ て投機的性格を もった ものであ
る。彼 らが,漁 業の衰頽からやむな く陸へあ
が り,農業に転回しなければならな くなった
とき,彼 らには稲作に対する憧憬 もなけれぽ
郷愁 もなか った。彼 らが求めたのはその土地
に適 した換金的性格の強い,新 しい農業の模
索であった。それが投機性の高い野菜栽培で
あり,換金的性格 と市場性をもった温室経営
であ り,酪農生産であった。ことに露地栽培
の主役であるキャベッは,豊 川用水の恩恵を
つよく受けた もののひとつであるが,そ の相
場変動は極端である。た とえぽ,1979年2月
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に渥美産冬キャベッの卸売市場価格15kgが
170円であったに対 し,翌80年2月には4900
円(前 年比28倍)と い う高値を示 している。
渥美の農家は 「今の農業はバクチと同 じ」と,
こともなげに云 っている。
豊川用水が開通 して15年を過ぎ,新しい農
業が定着 した渥美の農業 と農村について,低
成長期を迎 えた80年代後半を展望す ること
は容易な問題ではない。 ことに渥美農業が企
業的性格をもっていればなおさらであろ う。
かつてオイルシ ョック時にみられた渥美農村
の動揺はそれを暗示 した事件であった。今 日,
先進的農業は国家的問題であると同時に,国
際的次元に属す る問題であるとさえいわる。
その問題の解明は本研究の及ぶ ところではな
いが,そ れ らが当地方の農業に とって身近な
問題 として,当 面する諸問題 と無関係にある
わけにはいかない。た とえば,す でに問題化
している豊川用水の水不足であ り,農産物の
選択的拡大にともなう市場における販売競争
に関する問題等である。それらは牛乳過剰に
よる生産調整の問題として,農 産物,た とえ
ぽメロンの過剰生産による価格競争 として,
さらには輸入飼料の価格に起因する畜産の問
題等々となって表面化 している。 こうした身
近な問題であってもその根本的解決は,国 家
的 レベルでの農業政策にまたなけれぽならな
い。やや もすれば,わ が国のこれまでの農政
は,土 地問題をも含めて一貫性を欠いている
とい う非難がないわけではない。高度成長期
か ら低成長期に入 った80年 代 こそ長期的
な,し か も国際的視野にたった農業政策が強
く望まれる所以である。
また同時に,農 民側からの農業お よび生活
に関する主体的な創意工夫 も望まれ る。「渥美
の農民は働 き過 ぎる」 といわれ,温 室による
職業病 も問題化 されている。また 「渥美では
豆腐が一番 よく売れる」とか,「温室のなかで
のカップラーメン」とい う言葉 も聞かされ る。
町役場や農業改良普及所などでは,現 在こと
のほか生活に関する構造改善の必要性を強調
している。経済成長が一段落 した今 日,農民
自身にも生産,生 活に関する発想の転換が必
要であろう。1978年にスター トした構造改善
の第3次 事業 としての新農構,79年か らの
「農業村落振興緊急対策事業」は,こ れらの
問題 と無関係ではない。すでに渥美地方にも
新農構を導入して積極的に環境整備にあた っ
ている地区もあらわれている。渥美の農村は
た しかに豊かになったが,そ の変化があまり
にも急激であ り過ぎたために,ま だ多 くの問
題を未解決のまま残 しているともいえる。真
の 「豊かさ」とは一体何であるか,こ の 「豊
かさ」の意味を自らの手で答えることこそ,
渥美の農村 と農民に課せられた緊急の課題で
あると思われる。
さて最後に,こ の地域において現在,最 も
大きな問題 となっている豊川用水の水不足の
問題に若干触れておかなけれぽならない。本
文中で もそれに関 して述べて きたが,豊 川用
水は,農 業用水 としては開通時にすでに当初
計画を超過 していたが,そ の後の工業用水,
生活用水の増大にともなって水不足の問題が
表面化 して きた。 こうした事態をふ まえて
79(昭和54)年に,豊 橋市を中心とする東三
河地方が定住圏モデル地域に指定 されると同
時に,豊 川流域圏の総合開発が推進されて新
らたな水資源開発の必要性が さけぼれ,「豊川
総合用水事業」が実施されるにいたった。そ
れは従来の豊川用水を見直す とともに新 しい
水源を確保する目的をもった ものである。 し
か しながら,そ の実現のためには新規ダムの
建設が必要 とされているが,水 源となる山村
と下流の受益地域 との間のいちじるしい利害
格差が問題 となり,計画は必ず しもスムース
には進行 していない。われわれは,現 在,本
研究にひきつづいて 「豊川総合用水事業 と流
域社会の変容」 と題 して研究計画をたててお
り,後 日にその問題の解明を期 している。
(牧 野 由 朗)
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